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当社一部事業の撤退に伴う子会社の解散並びに 

特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、整形外科、再生医療事業領域のうち、バイオロジクス事業か

ら撤退することを決定するとともに、当該事業に関連する当社連結子会社を解散することを決議しまし

たので、下記のとおりお知らせします。 

また、本件に伴い特別損失を計上する見込みとなるとともに、平成 25 年 11 月８日に公表した平成 26

年３月期通期連結業績予想を修正しましたので、併せてお知らせします。 

 

記 

 

１．一部事業の撤退について 

当社は平成 23 年１月に米国ストライカーバイオテック社から骨形成タンパク質「OP-1

（osteogenic protein-1）」）に関わる開発・製造・販売のうち骨領域に関わる資産を購入し、当社子

会社である Olympus Biotech Corporation（以下「OBA」といいます。）及び Olympus Biotech 

International Ltd.（以下「OBI」といいます。）の下で収益化に向けた事業活動を行ってまいりまし

た（以下この事業を「バイオロジクス事業」といいます。）。 

その後、平成 24 年４月の新経営体制への移行を受けて策定した中期ビジョンにおいて、医療事業、

ライフ・産業事業、映像事業を事業ドメインと定め、事業、子会社ごとに最適な事業価値向上策の再

検討を進めてまいりました。その結果、バイオロジクス事業は当社の事業ドメインとのシナジーを見

込むことが難しいこと、当初の想定から事業環境が急速に悪化していること等により、事業の継続は

困難であると判断したため、このたび当該事業からの撤退を決定いたしました。この決定により、当

社は事業ドメインへの経営資源の集中を加速し、さらなる企業価値向上に取り組んでまいります。 

なお、整形外科、再生医療事業から撤退するわけではございません。 

 

２． OBAの解散について 

（１）解散の理由 

上記のとおり、バイオロジクス事業からの撤退を決定したことに伴い、当該事業に関連する当社連

結子会社を解散することを決議しました。 

 

（２）解散する子会社の概要（平成 26年２月 28日現在） 

 

① 名称 Olympus Biotech Corporation 

② 所在地 35 South Street, Hopkinton, MA 01748 USA 

③ 代表者の役職・氏名 President 黒岩信和 

④ 事業内容 骨形成タンパク質「OP-1（osteogenic protein-1）」）に関わる開発・

製造、及び米国市場での販売 
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⑤ 資本金 1,100米ドル 

⑥ 設立年月日 平成 22年 11月 29日 

⑦ 大株主及び持株比率 Olympus Corporation of the Americas          1,000株（100%） 

⑧ 上場会社と同社の関係 

資本関係 当社の 100％子会社である Olympus Corporation of 

the Americas が同社の議決権の 100％を保有してい

ます。 

人的関係 同社取締役２名及び役員２名は当社従業員が兼務し

ております。 

取引関係 同社と当社の間に取引関係はありません。 

関連当事者へ

の該当状況 

同社は、当社の連結子会社であります。 

⑨ 最近三年間の財政状態及び経営成績 

決算期 平成 23年３月期 平成 24年３月期 平成 25年３月期 

純資産 10,718百万円 8,264百万円 5,038百万円 

総資産 12,189百万円 11,500百万円 10,642百万円 

１株当たり純資産 10,718千円 8,264千円 5,038千円 

売上高 261百万円 1,183百万円 967百万円 

営業利益 △622百万円 △3,525百万円 △4,026百万円 

経常利益 △1,486百万円 △4,030百万円 △4,212百万円 

当期純利益 1,133百万円 △2,623百万円 △2,556百万円 

１株当たり当期純利益 1,133千円 △2,623千円 △2,556千円 

１株当たり配当金 0円 0円 0円 

 

（３）解散の日程 

 

平成 26年２月 28日 当社取締役会による OBA解散の方針決議 

平成 29年頃 OBAの清算結了（予定） 

 

米国における事業活動の終息を円滑に実施するため、当面は OBA を解散せず、必要な処理が完了次

第解散の手続を行う予定です。現時点では平成 29年頃の解散を予定しております。 

 

３．OBIの今後の方針について 

OBI については現在、欧州他を含む現ビジネスの継続を前提とした相手先候補との売却交渉を継続

中です。詳細が決定しましたら、改めてお知らせします。 

 

当該子会社の概要（平成 26年２月 28日現在） 

 

① 名称 Olympus Biotech International Ltd. 

② 所在地 Block 2, International Science Centre, National Technology 

Park, Castletroy, Limerick – Ireland 

③ 代表者の役職・氏名 取締役社長 A. Florian Kemmerich 

④ 事業内容 骨形成タンパク質などのバイオマテリアル製品に関わる欧州市場及び

他地域での販売 

⑤ 資本金 1,100ユーロ 

⑥ 設立年月日 平成 23年１月４日 

⑦ 大株主及び持株比率 当社                   1,100株（100％） 

- 2 - 

 



⑧ 上場会社と同社の関係 

資本関係 当社は、同社の議決権の 100％を保有しておりま

す。 

人的関係 同社取締役 1名は当社従業員が兼務しております。 

取引関係 当社から開発業務委託をしております。 

関連当事者へ

の該当状況 

同社は、当社の連結子会社であります。 

⑨ 最近三年間の経営成績及び財政状況 

決算期 平成 23年 3月期 平成 24年 3月期 平成 25年 3月期 

純資産 33百万円 235百万円 113百万円 

総資産 65百万円 1,658百万円 1,962百万円 

１株当たり純資産 30千円 214千円 103千円 

売上高 0円 1,327百万円 1,962百万円 

営業利益 △42百万円 △579百万円 △627百万円 

経常利益 △42百万円 △582百万円 △675百万円 

当期純利益 △42百万円 △582百万円 △682百万円 

１株当たり当期純利益 △38千円 △529千円 △620千円 

１株当たり配当金 0円 0円 0円 

 

４．特別損失の計上について 

本件に伴い、平成 26 年３月期の連結決算において特別損失を計上する予定です。金額は現在精査

中ですが、約 150 億円から 190 億円程度となる見込みです。より正確な計上額が確定しましたら、改

めてお知らせします。 

 

５．業績予想の修正について 

上記のとおり特別損失を計上する見込みとなったことから、平成 25年 11月８日に公表した平成 26

年３月期通期連結業績予想を以下のとおり修正します。より正確な業績予想が算定できましたら、改

めてお知らせします。 

 

平成 26年３月期通期連結業績予想（平成 25年４月１日～平成 26年３月 31日） 

(単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

 
720,000 

 
72,500 

 
50,000 

 
13,000 

円 銭 

37.98 

 
今回修正予想（Ｂ） 

 
720,000 

 
72,500 

 
50,000 

 
△4,000 

～0 

円 銭 

△12.05 
～0.00 

 
増減額（Ｂ－Ａ） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

△17,000 
～△13,000 

 
－ 

 
増減率（％） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

（ご参考） 
前期実績 
（平成 25年３月期） 

743,851 35,077 13,046 8,020 
円 銭 

28.96 

 

以 上 

【注意事項】 

上記の業績予想については、本資料の発表日現在の入手可能な情報に基づいています。将来に関する世界経済・競合状

況・為替変動等に係わるリスクや不確定要因により、実際の業績が記載の予想数値と大幅に異なる可能性があります。 
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